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八
月
上
旬
、
狩
野
川
を
メ
イ
ン
会
場
に

多
く
の
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

毎
年
恒
例
と
な
っ
て
い
る
一
日
、
三
日
、

四
日
の
花
火
大
会
や
、
一
日
の
『
か
わ
か

ん
じ
ょ
う
』
は
も
ち
ろ
ん
、
今
年
は
新
た

に
、『
狩
野
川
川
遊
び
大
会
』（
同
大
会
実
行

委
員
会
主
催
）も
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

『
狩
野
川
川
遊
び
大
会
』は
、
昨
年
解
散

し
た
中
伊
豆
Ｊ
Ｃ
の
『
狩
野
川
イ
カ
ダ
競

漕
』
を
、
市
内
各
団
体
・
個
人
に
よ
る
実

行
委
員
会
が
引
き
継
ぐ
も
の
で
、
狩
野
川

に
多
く
の
市
民
が
親
し
み
、
交
流
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

私
た
ち
の
故
郷
の
川
・
狩
野
川
で
開
催

さ
れ
た
数
々
の
イ
ベ
ン
ト
。
あ
な
た
は
い

く
つ
参
加
し
ま
し
た
か
？
　

八
月
一
日
、
大
門
橋
〜
千
歳
橋
で
開
催
さ

れ
た
『
狩
野
川
川
遊
び
大
会
・
イ
カ
ダ
下

り
の
部
』に
は
、
二
十
五
チ
ー
ム
が
出
場

八
月
一
日
の
夕
刻
に
、
神
島
橋
上
流
で
毎

年
行
わ
れ
る
伝
承
行
事
『
か
わ
か
ん
じ
ょ

う
』

八
月
一
日
夜
、
大
仁
橋
下
流
で
八
千
発
の

花
火
を
打
ち
上
げ
た
『
き
に
ゃ
ん
ね
大
仁

夏
祭
り
』の
花
火
大
会

八
月
三
日
、
千
歳
橋
下
流
で
行
わ
れ
た

『
韮
山
狩
野
川
ま
つ
り
２
０
０
９
』の
、
狩

野
川
台
風
犠
牲
者
へ
の
慰
霊
供
養

八
月
四
日
、
千
歳
橋
下
流
で
行
わ
れ
た

『
伊
豆
長
岡
温
泉
戦
国
花
火
大
会
』に
登
場

し
た
、
小
田
原
鉄
砲
衆

八
月
三
日
・
四
日
の
二
日
間
、
千
歳
橋
下

流
で
打
ち
上
げ
た
花
火
は
計
四
千
七
百
発
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舞
台
は
狩
野
川
！

夏
の
イ
ベ
ン
ト
五
連
発
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北
海
道
で
思
い
出
を

東
部
四
市
三
町『
少
年
の
船
』

出発式で望月市長より船旗を受け取った佐藤学長

カヌーでごみ拾いをする社会教育委員の皆さん

交
流
の
輪
、
続
く

二
市
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

清
掃
で
地
域
貢
献

市
建
設
業
協
会
奉
仕
作
業

市
内
の
建
設
業
者
で
組
織
す
る
伊
豆
の

国
市
建
設
業
協
会
は
、
六
月
か
ら
七
月
に

か
け
て
三
地
区
で
道
路
・
河
川
の
清
掃
な

ど
の
奉
仕
作
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

ま
ず
大
仁
地
区
で
は
、
六
月
二
十
五
日

に
深
沢
川
（
大
仁
小
学
校
の
下
流
付
近
）

の
草
刈
り
を
行
い
ま
し
た
。

伊
豆
長
岡
地
区
で
は
、
七
月
十
七
日
に

戸
沢
川
（
伊
豆
長
岡
庁
舎
の
上
流
）
の
草
刈

り
と
長
瀬
川（
小
坂
）の
川
ざ
ら
い
を
行
い
、

韮
山
地
区
で
も
同
日
、
韮
山
庁
舎
前
や
韮

山
時
代
劇
場
南
側
の
道
路
の
集
水
桝ま

す

の
清

掃
等
を
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
活
動
は
環
境
美
化
だ
け
で
な

く
、
台
風
シ
ー
ズ
ン
前
に
河
川
や
水
路
の

流
れ
を
良
く
し
て
水
害
を
最
小
限
に
防
ぐ

こ
と
も
目
的
と
し
て
お
り
、
延
べ
七
十
七

人
が
参
加
、
地
域
に
貢
献
し
ま
し
た
。

6月～
・7月

歓迎式でプレゼントを交換する両市のサッカー少年団

旧
町
時
代
か
ら
二
十
年
以
上
の
交
流
を

続
け
て
い
る
伊
豆
の
国
市
長
岡
と
京
都
府

長
岡
京
市
の
両
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
は
、
今
年
も
『
伊
豆
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
ズ

カ
ッ
プ
少
年
サ
ッ
カ
ー
大
会
』
の
開
催
に

合
わ
せ
、ス
ポ
ー
ツ
交
流
を
行
い
ま
し
た
。

二
十
四
日
に
長
岡
体
育
館
で
行
わ
れ
た

歓
迎
式
に
は
、
市
内
サ
ッ
カ
ー
関
係
者
に

加
え
、
伊
豆
の
国
市
長
や
教
育
長
ら
も
出

席
し
て
、
長
岡
京
市
か
ら
の
一
行
を
迎
え

ま
し
た
。

滞
在
中
、長
岡
京
市
の
子
ど
も
た
ち
は
、

伊
豆
の
国
市
の
小
学
生
宅
に
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
し
て
親
交
を
深
め
つ
つ
、
大
会
で
は
伊

豆
の
各
市
町
チ
ー
ム
と
熱
戦
を
繰
り
広
げ

ま
し
た
。

7／24
～／26

深沢川の草刈りを行う建設業協会のメンバー

こ
の
た
び
、
国
土
交
通
省
が
河
川
の
美

化
や
愛
護
に
貢
献
し
た
団
体
・
個
人
の
功

績
を
た
た
え
実
施
す
る『
河
川
愛
護
表
彰
』

を
、
伊
豆
の
国
市
社
会
教
育
委
員
会
が
受

賞
し
ま
し
た
。

市
社
会
教
育
委
員
会
は
、
平
成
十
八
年

度
か
ら
毎
年
五
月
、
狩
野
川
で
カ
ヌ
ー
に

よ
る
河
川
清
掃
を
行
っ
て
お
り
、
そ
の
功

績
が
認
め
ら
れ
て
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

委
員
長
の
渡
辺

わ
た
な
べ

公
人

き
み
ひ
と

さ
ん
（
中
島
）
は
、

「
合
併
後
の
三
地
区
に
共
通
す
る
『
狩
野

川
』
の
環
境
美
化
を
し
よ
う
と
、
四
年
前

か
ら
カ
ヌ
ー
で
ご
み
拾
い
を
始
め
ま
し

た
。
さ
さ
い
な
活
動
へ
の
大
き
な
評
価
が

本
当
に
う
れ
し
い
。
こ
の
受
賞
を
き
っ
か

け
に
、
地
域
の
活
動
と
し
て
広
げ
た
い
。

川
の
中
か
ら
見
る
伊
豆
の
国
市
の
景
色

は
、
格
別
で
す
よ
」と
語
り
ま
し
た
。

7／29
～8／4県

東
部
四
市
三
町
（
伊
豆
の
国
市
、
沼

津
市
、
御
殿
場
市
、
裾
野
市
、
函
南
町
、

清
水
町
、
長
泉
町
）
の
中
学
生
に
よ
る

『
少
年
の
船
』が
、
六
泊
七
日
の
北
海
道
研

修
を
体
験
し
て
き
ま
し
た
。

今
回
、
伊
豆
の
国
市
か
ら
は
中
学
生
十

五
人
と
研
修
生
リ
ー
ダ
ー
一
人
が
参
加
。

計
二
百
一
人
の
研
修
生
た
ち
は
、
伊
豆
の

国
市
の
佐
藤
亨
教
育
長
を
学
長
に
、
沼
津

市
キ
ラ
メ
ッ
セ
ぬ
ま
づ
で
出
発
式
を
行

い
、
茨
城
県
大
洗
港

お
お
あ
ら
い
こ
う

か
ら
フ
ェ
リ
ー
で

北
海
道
へ
。十
勝
岳

と
か
ち
だ
け

望
岳
台

ぼ
う
が
く
だ
い

ハ
イ
キ
ン
グ
、

牧
場
体
験
、
北
海
道
開
拓
村
見
学
、
ア
イ

ヌ
の
体
験
学
習
な
ど
に
参
加
し
ま
し
た
。

家
族
か
ら
離
れ
、
Ｔ
Ｖ
も
携
帯
電
話
も

な
い
一
週
間
の
集
団
生
活
で
得
た
体
験
や

仲
間
は
、
参
加
者
に
と
っ
て
一
生
の
思
い

出
と
な
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

カ
ヌ
ー
で
ご
み
拾
い

社
会
教
育
委
員
会
に
河
川
愛
護
表
彰

7／29




